
5

市
町
村
と
の
協
定
書
の
締
結
、
道

と
の
補
助
協
議
な
ど
の
事
務
作
業

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
協
議
事
項

は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

胆
振
西
部
衛
生
組
合
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

一
　
既
存
施
設
の
解
体
に
伴
う
補

助
金
の
返
還
は
伴
わ
な
い
見

込
み
で
あ
る
。

二
　
業
務
執
行
機
関
は
、
基
本
的

に
は
、
一
部
事
務
組
合
を
解

散
し
、
伊
達
市
へ
の
全
面
委

託
と
す
る
。

三
　
事
務
所
の
場
所
は
、
供
用
開

始
（
平
成
二
十
一
年
四
月
）

と
同
時
に
、
伊
達
市
終
末
処

理
場
内
に
移
転
す
る
。

四
　
収
集
運
搬
体
制
は
、
従
来
ど

お
り
業
務
委
託
す
る
。

五
　
財
産
処
分
と
そ
の
負
担
方
法

に
つ
い
て
は
、
閉
鎖
し
て
い

る
旧
第
一
、
第
二
施
設
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
六
年
度
よ

り
計
画
的
に
解
体
す
る
。

現
在
、
稼
動
中
の
施
設
の
解
体

経
費
に
つ
い
て
は
、
解
体
負
担
金

と
し
て
市
町
村
負
担
金
に
参
入
し
、

計
画
的
に
積
み
立
て
る
。

土
地
に
つ
い
て
は
、
伊
達
市
へ

の
帰
属
ま
た
は
売
却
等
に
よ
り
処

分
す
る
方
向
で
、
構
成
市
町
村
で

今
後
検
討
し
て
い
く
。

六

組
合
解
散
の
目
標
年
度
を
平

成
二
十
三
年
度
末
に
設
定
し
、

各
種
準
備
を
進
め
る
も
の
と

す
る
。

七

詳
細
の
検
討
は
、
供
用
開
始

後
の
維
持
管
理
協
定
の
検
討

と
合
わ
せ
、
平
成
十
九
年
度

初
期
か
ら
と
す
る
。

次
に
、
施
設
解
体
経
費
及
び
積

立
計
画
に
つ
い
て
は
、
閉
鎖
し
て

い
る
旧
第
一
、
第
二
施
設
に
つ
い

て
、
平
成
十
六
年
度
よ
り
部
分
的

に
解
体
を
実
施
し
て
お
り
、
現
施

設
を
合
わ
せ
る
と
、
解
体
費
用
の

総
額
は
、
二
億
八
千
九
百
八
十
六

万
五
千
円
に
な
る
予
定
で
す
が
、

そ
の
う
ち
、
会
計
年
度
ご
と
の
既

定
予
算
で
措
置
す
る
解
体
費
用
は
、

一
億
三
千
五
百
二
十
六
万
五
千
円

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
年
次
計
画
で
積
立
て
す

る
解
体
費
用
は
、
一
億
五
千
四
百

六
十
万
円
と
な
る
予
定
で
す
。

▽
主
要
事
業
の
発
注
状
況
に
つ
い

て
（
二
月
二
十
八
日
現
在
）

洞
爺
小
学
校
増
改
修
工
事
設
計

委
託
業
務
ほ
か
一
件
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。

▽
平
成
十
七
年
洞
爺
村
成
人
式
に

つ
い
て

第
五
十
四
回
洞
爺
村
成
人
式
を
、

新
成
人
の
出
席
し
や
す
い
日
時
を

考
慮
し
、
成
人
の
日
前
日
の
一
月

九
日
、
日
曜
日
午
後
二
時
か
ら
、

洞
爺
村
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

実
施
し
ま
し
た
。

本
年
の
対
象
者
は
男
子
十
七
名
、

女
子
十
九
名
の
合
わ
せ
て
三
十
六

名
で
、
式
典
に
は
二
十
七
名
の
方

の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
来
賓
の

方
々
や
父
母
を
前
に
、
一
人
ひ
と

り
が
、
近
況
報
告
や
社
会
人
と
し

て
の
決
意
、
将
来
の
夢
を
堂
々
と

述
べ
、
会
場
の
皆
さ
ん
よ
り
激
励

の
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
の
祝
賀
会
で
は
、

久
し
ぶ
り
に
会
う
同
級
生
や
中
学

校
の
恩
師
を
囲
み
、
懇
談
を
し
た

り
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
よ

る
小
学
生
、
中
学
生
時
代
の
懐
か

し
い
映
像
に
歓
声
を
上
げ
た
り
と
、

和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▽
平
成
十
七
年
度
洞
爺
高
等
学
校

入
学
応
募
状
況
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
度
洞
爺
高
等
学
校

へ
の
入
学
出
願
者
は
、
定
員
四
十

名
に
対
し
、
現
在
男
子
十
三
名
、

女
子
十
六
名
、
計
二
十
九
名
と
な

っ
て
い
ま
す
。
う
ち
、
推
薦
入
学

出
願
者
六
名
に
つ
い
て
は
、
二
月

十
四
日
に
面
接
試
験
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

入
学
出
願
者
は
、
昨
年
に
比
べ
、

三
名
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

胆
振
西
部
か
ら
の
出
願
者
が
半
数

近
く
と
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ま
だ
定
員
に
達
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
三
月
二
十
四
日

よ
り
第
二
次
募
集
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
札
幌
方
面
、
胆
振
各
学
区

の
中
学
校
に
対
し
ま
し
て
、
在
学

中
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二
級
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
が
取
得
で
き

る
こ
と
を
含
め
、
洞
爺
高
校
の
特

色
を
Ｐ
Ｒ
し
、
再
度
、
入
学
募
集

の
働
き
か
け
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▽
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

現
委
員
の
財
田
の
原
昌
明
さ
ん

の
任
期
が
六
月
三
日
で
満
了
と
な

る
こ
と
か
ら
、
原
さ
ん
の
再
任
に

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

▽
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

現
委
員
の
四
町
内
の
北
嶋
小
二

郎
さ
ん
の
任
期
が
五
月
二
十
三
日

で
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
北
嶋

さ
ん
の
選
任
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

▽
同
合
併
協
議
会
か
ら
豊
浦
町
が

離
脱
す
る
こ
と
を
受
け
、
虻
田
町

と
洞
爺
村
の
二
町
村
で
合
併
協
議

教
育
長
行
政
報
告

人
　
　
事

豊
浦
町
・
虻
田
町
・
洞
爺
村
合

併
協
議
会
を
設
置
す
る
関
係
市

町
村
数
の
減
少
及
び
同
協
議
会

規
約
の
変
更
に
つ
い
て


